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愛媛県加茂川で得られたカワアナゴ 
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種の記録 

Eleotridae カワアナゴ科 

Eleotris oxycephala Temminck and Schlegel, 1845 

カワアナゴ（写真 1） 

標本 和歌山県立自然博物館魚類標本（WMNH-

PIS）13399，1個体，標準体長 43.7 mm，2022年 7月

11日採集；13400，1個体，標準体長 130.0 mm，2022

年 11 月 4 日採集．いずれの採集地点も愛媛県西条

市の加茂川（水都橋下流右岸側）である． 

種の特徴 

頭部腹面に白色点が散在すること，眼下の孔器列

が横列であること，これらの横列孔器列は縦列孔

器列 A を横断しないこと，鰓蓋部の上下の孔器列

が離れることが，明仁ほか（2013）および瀬能ほか

（2021）のカワアナゴの標徴と一致した。 

備考 

本種は東アジアに分布し，国内では群馬県および

栃木県，岐阜県，福島県から鹿児島県の太平洋沿

岸，秋田県から鹿児島県の日本海および東シナ海

沿岸，対馬，上甑島，瀬戸内海沿岸，大隅諸島に自

然分布する（明仁ほか，2013；倉石，2014；Yamakawa 

et al., 2021）．愛媛県では宇和海流入河川で普通に

みられ，瀬戸内海側では，肱川，国近川，重信川，頓

田川，渦井川で記録されている（清水ほか，2006；

辻，2014）．今回採集された標本は加茂川における本

種の初記録となる． 
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写真１ Eleotris oxycephala カワアナゴ（WMNH-PIS13400） 
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